
　本材は、水溶性カルシウム ( クエン酸カルシウム ) と炭酸カルシウムの混合物です。

　水溶性カルシウムであるクエン酸カルシウムは、葉や果皮から容易に吸収される

ため果実硬度は高まり、ビターピット・油上がり防止効果があります。

一方、本材中の炭酸カルシウムは、水への拡散性が非常に良く果面に均一に付着しま

す。薬液の乾きを早め、紫外線をカットするため、果皮荒れ防止に適しています。

　原料の炭酸カルシウムとクエン酸は食品添加物に使用されるものなので安心です。

特   長



2022.04

保証成分（％）

アルカリ分 50.5

本材は水 500 リットルに 5.5 ㎏ /1 袋溶かして使用します。使用倍率は 90 倍位になります。

作 物 名 使用目的 使用時期と回数

り ん ご

ビターピット・コルクスポットの予防。

油上がりの防止・果実の硬度アップ。

貯蔵性の向上。薬液の乾きを早める効果。

紫外線 (UV) カットによる肌荒れ防止。

石なし・尻腐れの予防。

貯蔵性の向上。
西洋なし

みつ症の予防。

貯蔵性の向上。
日本なし

有袋：落花直後～袋かけ直前までの間に 1 ～ 3 回。

無袋：落花直後～ 7 月上旬までの間に 1 ～ 3 回。

落花 20 日後頃～ 7 月下旬までの間に 1 ～ 3 回。

落花 20 日後頃～ 6 月下旬までの間に 1 ～ 3 回。

使用方法

希釈液の作り方

注意事項

成　分

　薬液槽 ( タンク ) にまず始めに本材を投入し、その後水を注入して下さい。本材は水

への拡散性・親和性が優れているため、撹拌する必要はありません。農薬と一緒に散布

する場合は、先に本材を投入し、本材の泡立ちがおさまってから農薬を加用して下さい。

( そうしないと薬液がタンクから溢れ出るおそれがあります。)

●　調合時の注意
1．  袋の開封・投入時には飛散に十分注意して下さい。
2．  ほとんどの肥料・農薬と混用できますが、混用の可否は事前に確認の上、ご使用下
　   さい。
3．  リン酸を含む液肥と混用する場合は、液肥によっては沈澱を生じるものがあります
　   のでご注意下さい。前もって小さな容器で適宜混合し、沈澱が生じないことを確認
      してからお使い下さい。
4．  開封後保管する場合は密閉し、なるべく早く使い切って下さい。
●　散布時の注意
1．  収穫が近くなってからの散布は、果面に炭酸カルシウムが白く残ることがあります
　   ので 7 月上旬以降の散布は控えて下さい。また、隣接する作物や建物などへの飛散
      にも注意して下さい。
2．  高温や干ばつなど、農薬散布に適さない気象条件下での散布は行わないで下さい。
3．  本材は、炭酸カルシウムの量が多いので、ボルドー散布園に散布しても薬害の心配
　　は有りません。

包装形態 5.5 ㎏ポリ袋入り ×4 袋 / ケース


